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2021年度の学生論文は、「あなたが市長なら、どのような“まちづくり”をしたいですか？」および「SDGs達成のため
に、土木技術はどのように貢献できるのか？」の2テーマを設定し、昨年6月1日から9月30日までの4ヶ月間で募集を
行いました。その結果、大学院、大学、高等専門学校の学生から合わせて21編の応募を頂きました。
それら全ての論文を広報事業専門委員会が審査基準に基づき審査し、入賞候補論文4編を選出した上で、倫理・
表彰委員会に諮り、優秀賞2編と特別賞2編を決定いたしました。

入賞論文の概要は以下のとおりです。これらの論文については建設コンサルタンツ協会ホームページの「論文募集
コーナー」の「入賞論文一覧」に掲載しています（https://www.jcca.or.jp/achievement/article/award.html）。

● 優秀賞（1）
『和歌山市における空き家を繋ぐ地方創生計画』

熊倉 拓郎氏（長岡技術科学大学大学院）
■ 論文概要

和歌山県和歌山市を題材に、空き家問題と公共
交通の利用者低下という2つのインフラ課題に対
して、市内の空き家を宿泊場所やレストランなどに
再利用し、各所を公共交通で繋ぐ「和歌山風アル
ベルゴ・ディフーゾ（※）」を提案しています。
その中で、中心市街地の空き家をロビーおよびレ
ストランに、また観光地周辺かつ既存のバス路線
の沿線付近の空き家を宿泊施設に選定することに
より、既存のバス路線の活用促進や運行ダイヤの
改善を目指しつつ、観光客が必ず中心市街地を経
由することによる地域の活性化についても検討し
ています。
また、既にある空き家の再利用に加え、空き家の
増加を助長するような開発に対する規制手法や区
域設定についても触れ、長期的なスパンで持続可
能な都市を形成していくことの重要性についても
言及しています。
※ アルベルゴ・ディフーゾとは、イタリア語で「分散
したホテル」を意味し、地域の空き家や空き店舗
をレセプションや客室、食堂としてリノベーション
し、それぞれの機能を分散させることで、町全体
を一つのホテルのように活用する考え方。

■ 論文講評
和歌山市における空き家の増加と公共交通の利
用率低下という2つの課題に対して、各地域の空き
家をレストランや宿泊施設等に再利用し、観光地
の周遊に公共交通機関を活用する「和歌山風アル

ベルゴ・ディフーゾ（AD）」という提案は、独創的で
した。また、課題について詳しく現状分析が行われ
ており、それを踏まえた具体的かつ実現可能性が
高い提案である点を評価して優秀賞と致しました。
本来狭い範囲で用いられるADの手法を市とい

う広範囲の地域で成立させるための工夫や、コロ
ナ禍で人流が抑制される中でどのように宿泊業や
飲食業を呼び起こすのか等について言及がされて
いるとさらに良かったでしょう。

● 優秀賞（2）
『近江八幡でっちまちづくり計画―ふるさと原体験
の再生―』

谷川 陸氏（京都大学大学院）
■ 論文概要

滋賀県近江八幡市を題材に、少子高齢化によ
る活性力低下や空き家・駐車場増加による町並み
の破壊といった課題に対して、「近江八幡ふるさと
ラボ」（通称：はちまんラボ）というプラットフォーム
を構築し、でっちに認定された観光客が社会実験
プログラム等の公的活動を通して、近江商人へ昇
格していくプログラムを提案しています。
その中で、近江八幡市のまちづくりの方針とし

て「発信する・稼ぐ・学ぶ・体験する」の4つを挙げ、
［近江商人プロジェクト「はちまんPR映画祭」］の
プロジェクト案を例に、まちづくりのプロセスを3段
階に分けて示しています。
また、今後の事業の展開や効果として、でっちま
ちづくり計画の公共事業への展開について触れる
とともに、体験プログラムの活用により、既存の地
域活動が社会的価値を持つ地域貢献活動となり



地元のやりがいに繋がることや、さらには参加する
企業にとっても地域貢献活動としてPRになるメリ
ット等を述べています。

■ 論文講評
近江八幡市を対象に、でっち（丁稚）に認定さ

れた観光客が近江商人へ昇格していくプログラム
は、商人の町、近江八幡市ならではのアイデアであ
り、独創的かつ魅力的な提案でした。また、まちづ
くり計画を踏まえた事業展開やその効果・影響を
明らかにするとともに、スケジューリングや収益効
果の妥当性も検討され、実現可能性が高い提案
であることを評価して優秀賞と致しました。
でっちに認定された観光客が長期的なプランに

どう関わっていくのか、観光資源から収入が得ら
れるか等について検討されているとさらに良かっ
たでしょう。

● 特別賞（1）
『カーボンニュートラルと降雨・地震被害縮小に資す
る木炭盛土の実用化に向けた基礎的検討』

岩田 尚也氏（富山大学）
■ 論文概要

SDGs17の目標のうち、11「住み続けられるまち
づくりを」における限られた資源かつ低コストで災
害に強いまちづくりに寄与する技術の開発として、
国内の盛土崩壊による被害に着目し、木炭を吸水
材として盛土に混合させることで盛土内の水位上
昇を抑制し、有効応力の低下を防ぐ技術を提案し
ています。
その中で、木炭を盛土の吸水材とするための課
題として「土の中における木炭の吸水性」、「木炭を
土に混合させることによる粘着力や摩擦力、変形
特性への影響」、「木炭混合土を用いた場合の盛土
の耐震性や破壊形態への影響」の3点を挙げ、吸
水試験や圧縮試験等複数の実験による検証方法
を示しています。
また、SDGs17の目標のうち、13「気候変動に具
体的な対策を」における地球温暖化対策に寄与す
る技術の開発として、木炭について二酸化炭素固
定化能力が優れているとし、木炭の活用により地
球温暖化対策として環境面での貢献が可能である
と述べています。

■ 論文講評
近年関心が高まっている土木技術やSDGs の
観点から、盛土の降雨に対する安定性の向上と環

境に対する負荷を低減するための解決策として木
炭を用いるアイデアが独創的でした。また、課題と
解決策の関係が明確で分かりやすい論文構成で
あるとともに、解決策の検証方法が具体的かつ詳
細に記載されており、説得力がある点を評価して特
別賞と致しました。
現状では検証方法の提案にとどまっているた

め、検証結果や土質力学的な考察まで踏み込める
とさらに良かったでしょう。

● 特別賞（2）
『高松市における徒歩・自転車・公共交通を中心と
した中心市街地の活性化』

谷澤 晃平氏（長岡技術科学大学大学院）
■ 論文概要

香川県高松市を題材に、医療や商業などの生活
利便性の維持や確保、中心市街地の都市機能の
低下、空き家の増加等の課題に対して、中心市街
地での公共交通、徒歩および自転車の活用促進に
ついての提案をしています。
その中で、気象条件や車依存社会等の地域特

性を踏まえ、レンタサイクルや無料駐輪場の整備、
レンタサイクル・駐輪場・公共交通を利用した人の
メリットの増加 、徒歩・自転車の利用しやすい環
境・景観の形成の3点についての課題を述べ、具体
的対策を検討しています。
また、効果について、高松市の目指す「ゼロカー
ボンシティ」への貢献や市民の健康維持が期待で
き、長期的には中心市街地を中心としたコンパクト
なまちの形成、都市機能の維持、利便性や魅力向
上という好循環が生まれると述べています。

■ 論文講評
高松市における医療や商業などの生活利便性
の維持や確保、中心市街地の都市機能の低下、空
き家の増加等の課題に対して、レンタサイクルポー
トや無料駐輪場を整備し、徒歩と自転車の活用を
促進する提案がされており、実現可能性の高い内
容でした。また気象条件や車依存社会等の地域
特性を踏まえた現状の分析・課題が抽出されてお
り、加えて解決策および効果の分かりやすい構成
となっている点を評価して特別賞と致しました。
レンタルサイクルやポートの購入・設置にかかる
財源や自動車を現状どおり利用したい市民への対
応方法について検討されているとさらに良かった
でしょう。


